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CREマネジメントの領域

財務戦略
資金調達
投資戦略
売却戦略

不動産
取得
計画・建設

不動産
運用管理

施設・設備
管理

投資用不動 事業用不動産 公共（事業用） 公共（基盤）

民間 公共

アセット
マネジメント

プロパティ
マネジメント

民間
ファシリティマネジメント

公共
ファシリティマネジメント

CRE
マネジメント

PRE
マネジメント

土木アセット
マネジメント

●投資スキーム構築
●運用方針、戦略策定
●資金調達

●不動産取得・売却
●ポートフォリオ管理
●不動産リスク管理
●ＰＭ選定
●投資計画立案・実施

●ビル運営計画
●コスト管理、品質管理
●渉外業務
●テナント管理業務
●会計業・財務管理
●設備管理業務
●保安警備業務
●清掃衛生業務
●維持管理業務

●財務戦略（不動産）
●不動産売却戦略
●資金調達・投資スキーム
●債務返済含む資金運用

●不動産活用戦略
●企業立地戦略
●施設統廃合
●ポートフォリオ管理
●不動産リスク管理
●パートナー選定
●投資計画立案・実施
●賃借管理
●ＦＭコスト管理
●ワークプレイス戦略

●施設管理・設備管理
●エネルギー管理
●環境管理
●ＩＴインフラ管理

●財務戦略（公有資産）
●債務返済含む資金運用
●資金調達・投資スキーム
（ＰＦＩ、ファンド活用）

●公有資産活用戦略
●施設統廃合
●ポートフォリオ管理
●リスク管理
●パートナー選定
●投資計画立案・実施

●施設管理・設備管理
●エネルギー管理
●環境管理
●ＩＴインフラ管理



不動産業界における不動産テックの成長

野村総合研究所 谷山智彦氏 「不動産テックの最新動向とビジネスモデル」をもとに作成



国内 不動産テック事例
データサイエンスの取り組み/AIの活用

プロパティデータバンク株式会社は不動産管理クラウドサービス「＠プロパティ」利用ユーザ向け
にデータサイエンスビジネスを展開中。＠プロパティで構築される不動産管理情報に加え地理情
報等の外部情報を加え、賃料の予測や商業施設の売上予測などのサービスを提供。

予測式作成の為の作業支援にAIを活用する。

ex)AIを活用することによって視認性（看板の目立ち）を数値化する。

●様々な予測値を作成し、最適な分析手法を抽出し、出店判断を行う。
●予測式のメンテナンスをAIによって行う。



不動産テックの潮流
●業界全体でのデータの活用や公開が進展し情報の非対称性が軽減する
●不動産テックは新たなビジネスモデルや産業を創生する
●経営改革は個社ではなく企業間あるいは業界全体で進展する

日本の不動産全体の動向
●不動産の長寿命化やストック活用は日本の不動産全体の課題である
●インフラ・公的不動産では官民連係など大胆な取り組みが進展している
●証券化不動産は多様化し、あらゆる産業を支えている

IoTとの連携 経営改革・業務効率 ビッグデータ・AI
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